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1．目的
2018 年，6 月末から 7 月にかけて西日本一帯に集中豪雨が発生した。広島県においては台風 7
号の影響を受けた停滞前線が 7 月 5 日に南下し，気象庁（2018）によると，翌 6 日に 6 時間雨量
が広島市中区で 133.5mm（6 日 19：30），東広島市志和で 161.5mm（6 日 20：00），呉市倉橋
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2018 年 9 月 13 日から 18 日の間に各学年とも実施した。
質問紙の構成
（1）豪雨に関する情報を入手した時間とその方法，及び印象：
①調査対象の学生が豪雨情報をいつ入手したか，7 件（7 月 6 日正午まで，7 月 6 日 14 時まで，
7 月 6 日 16 時まで，7 月 6 日 18 時まで，7 月 6 日 20 時まで，7 月 6 日 22 時まで，7 月 7 日
以降）から択一で回答を求めた。






































③豪雨情報を知った直後の印象について，10 件から上位 3 件を選択し回答を求めたところ，図 3
の結果となった。この結果より，約半数の学生が被災に対する不安や恐怖感，家族の安否を感


































・2 ／ 3 の学生が，広島市内で土砂災害が発災する前（16 時まで）に豪雨情報を入手していた。
・入手先はテレビ，防災メール，インターネットが多い。
・半数の学生が被災に対する不安や恐怖感，家族の安否を感じ，全体の 4 割の学生が家族・友人と
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